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Ⅰ．はじめに
生活科学科ニュースは，共立女子短期大学生
活科学科が入試対策のため高校生向けに科の内
容を紹介する宣伝媒体で，1997年から2013年ま
での16年間に第 1 〜39号が発行され，号外も 1
つ発行された。生活科学科ニュースについては
『共立女子学園百三十年史』p.467に「生活科学
科ニュースの創刊」と題して，コラムとして簡
単に紹介されている。
しかし，計40に及ぶニュースを詳細に検討し
てみると，この16年間の生活科学科での教育に
関する様々な出来事が如実に反映され，わずか
1 頁のコラム記事にはまとめきれない内容を含
んでいる。従って，本稿では幾つかの視点から
「ニュース」（以後，生活科学科ニュースをこの
ように括弧付けで略称）を分析し，「ニュース」
からあぶり出される生活科学科の側面史の提供
を試みたい。
なお，「ニュース」の具体的な姿を理解する
助けとして，創刊号（第 1 号），および，最終
号（第39号）の 1 頁目（表紙）を図 1 ， 2 にそ
れぞれ載せた。
Ⅱ．体裁
「ニュース」の体裁は16年間に変遷を繰り返
し，以下の 5 段階が見られる。
第 1 期（第 1 〜 9 号）：1997.6〜2000.1
　Ｂ 4 サイズ 4 頁（ 1 回折），白黒
　ただし，第 1 号はＢ 4 裏表）
第 2 期（第10〜13号）：2000.5〜2000.11
　Ｂ 4 サイズ 6 頁（ 2 回折），白黒
第 3 期（第14〜22号）：2001.6〜2002.8
　Ａ 3 サイズ裏表 2 頁，14号は白黒，15号か　　
らはカラー
第 4 期（第23〜32号）：2002.10〜2008.5
　Ｂ 4 サイズ 4 頁（ 1 回折），カラー
第 5 期（第33〜39号）：2009.5〜2013.5
　Ａ 3 サイズ 4 頁（ 1 回折），カラー
体裁の変遷を見ると，版がＢ 4 からＡ 3 と大
きくなっている。また，頁数も，第 2 期のＢ 4 サ
イズ 6 頁から第 3 期の裏表 2 頁に減少している
時があるものの，他はやはり増大傾向にある。　
この第 2 期のＢ 4 サイズ 6 頁の「ニュース」は，
2 回折りしてある所 2 箇所を広げるとＢ 4 縦の
サイズが横方向に 3 枚並ぶスペースとなる。こ
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生活科学科ニュース16年の歩み
こに第10号では入学から卒業までのカリキュラム
のチャートが，第11号では 1 年を通じてのキャン
パス見学会のカレンダーが，第12号では入学か
ら卒業までの進路サポートの流れが，第13号で
は1950年からの生活科学科の歴史が大きく載せ
られている。第 2 期は全部で 4 号しかないが意
欲的な構成が見られた。
また，印刷も当初白黒であったものが15号か
らはカラーとなり，表現力が増している。
Ⅲ．発行間隔
「ニュース」の発行間隔に着目すると第 1 期
と第 4 期以降のグループと，第 2 期，第 3 期の
グループとの間で大きな差異が見られる。
第 1 期は毎年 5 月， 7 月，10月の 3 回発行を，
第 4 期以降は毎年 5 月と10月の 2 回発行を原則
とする形を採っている。 5 月は高校 3 年生の進
路指導が本格化する時期で，指導を担う高校教
員へのアピールを目指し，10月は各種推薦入試
がスタートし， 2 月の一般入試も間近に迫る時
期で，直接受験生へのアピールを目指したもの
となっている。
これに対し，第 2 期，第 3 期の発行間隔の平
均値は，第 2 期が 2 ヶ月，第 3 期が1.75ヶ月で
あり，第 1 期の半分，第 4 期以降の 1 ／ 3 程に
短くなっている。
2 ヶ月ごとに「ニュース」の取材，編集，発
行，配布を行うには大変な労力が必要であった
と思われ，こうした大変さが，第 2 期から第 3
期への頁数の減少，第 4 期以降の発行間隔の見
直しに繋がったと推測される。
Ⅳ．掲載内容
第 4 期以降の年 2 回発行が定着した第23号以
降は， 1 ページ目がカリキュラム一覧と入試情
報（入試の種類，日程，過去の小論文テーマ），
2 〜 3 頁が在学生が紹介する授業内容， 4 頁目
が卒論･卒研の紹介，資格取得状況等という構
成で一貫している。第 1 〜 3 期の内容・構成は，
第 4 期以降程の一貫性は見られないものの類似
し，科の学習に関する各種の情報を，漏れがな
いように伝えようという姿勢がうかがえる。
一方，コースの新設等の大きな制度上の改革
があった時期には，科が新たにスタートさせた
ことを採り上げ「これが売り」とアピールする
内容をトップに載せている。こうした例として，
情報メディアコース，食・健康コースの新設（第
8 号，1999年 7 月31日），「生活アートコース新
設」（第14号，2001年 6 月 5 日），生活環境情報
コース→メディア社会コース，生活アートコー
ス→生活デザインコース（第37号，2012年 5 月
21日）等が挙げられる。
Ⅴ．先行する試み
「ニュース」を第 1 号から見ていると，生活
科学科の目玉として新たにスタートさせて「ニ
ュース」紙面でもアピールしたことが，やがて
全学に広まって定着していったり，あるいは，
社会の動きを先取りする形であったりした事例
が幾つか認められる。ここではその内以下の 3
点を紹介したい。
1 ．自己開発演習
自己開発演習は1997年に新たに設置した科目
である。海外研修，資格取得，ボランティア活
動，学術・スポーツ・社会的な諸活動に関して
在学中に努力した行為に対し単位を与えるもの
で，学生の自己開発能力を高く評価することを
念頭に置いている。同時に，教員が一方的に講
義をするだけに止まらないという科の姿勢が反
映されたものでもある。
1997年は「ニュース」創刊の年であり， 6 月
7 日発行の創刊号（第 1 号）には「総合科目･
自己開発演習スタート」という見出しで，この
科目が紹介されている。
時が流れ，共立では2005年末に本館校舎が神
田一ツ橋キャンパスに完成し，「大学の神田集中
化」が実施される運びとなった。これに伴って，
それまで大学と短大とで別々に行われていた教
養教育を一本化することになった。その時，生活
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科学科の自己開発演習を母体として自己開発とい
う全学共通科目が設けられ，生活科学科以外の
多くの学生も履修できるように現在はなっている。
2 ．ケータイ掲示板システム
昔は学内に掲示板があり，休講情報，進級者
名簿等が張り出されて学生が集まって見ている
光景が見られた。現在は掲示板はなくなり，学
生は携帯電話を通じてこうした情報を得たり，
また自ら様々な情報を発信したりしている。共
立にもKyonetというシステムがあり，教職員
も全学生と共に利用している。
「ニュース」第18号（2001年11月 1 日）を見
ると「日本初！　ケータイ授業情報」という見
出しが見られ，携帯電話で授業内容を知ること
出来，また，欠席理由などを教員にリプライで
きることが書かれている。また，このシステム
が生活科学科と民間の研究所とが共同開発した
ものであることが記されています。
「ニュース」第20号（2002年 6 月25日）では
このシステムは「共立ケータイ掲示板システム」
と名称が変わり，授業情報だけでなく就職情報
も携帯電話でゲットできるように進化している。
共立全体でKyonetと呼ばれる学生，教職員
がが利用出来るポータルサイトが運用されるよ
うになったのは，先に述べた「大学の神田集中
化」に伴ってのことである。この分野でも生活
科学科が一歩先にこうしたシステムを実用化し
ていたことが「ニュース」からも知られる。
3 ．ＤＴＰ
「ニュース」第15号（2001年 7 月 5 日）から
はカラー印刷となったことを先に述べたが，第
15号から変わったことはそれだけではない。第
15号にはさりげなく「生活科学科内のDTPシ
ステムで編集・印刷しております」と印刷され
ている。つまり，それまでは印刷業者に発注し
て制作していたものを，すべて学内で制作する
方法に変更したのである。
その背景には，2000年度のカリキュラム改正
で情報メディアコースが新設され，「DTP演習」
という科目が新設されたこと関係している。
DTPはDeskTopPublishingの略で，従来紙
媒体で行われていた出版を，卓上のコンピュー
タを用いる形に移行させた，IT時代の情報発
信方法である。「ニュース」では編集と印刷と
を学内DTPシステムで行えるようになり，最
終号までこの方法が続けられた。
DTPシステムの長所が端的に表れたのが「ニ
ュース」史上 1 回だけあった号外の発行であろ
う。号外は第33号（2009年 5 月22日）の直後，
2009年 5 月27日に発行されている。まんが文化
論，アニメーション制作論，アニメーション制
作演習の 3 科目の新設が急遽決まったための発
行である。次の第34号はちょうど 1 年後の2010
年 5 月27日に発行されているので，それを待つ
わけにはいかなかったのであろう。こうした場
合には外部業者の手を借りず，学科内で行える
DTPシステムによってスムーズに号外が発行
できたと思われる。
Ⅵ．結び
以上，「ニュース」の変遷を概観すると，生
活科学科が教育環境や受験生，在学生の変化に
応じて様々な対策を講じてきたきたことが分か
る。現在，IT化の進展に伴って，従来の冊子
形態の学校案内を廃止し，Webに一本化した
大学も出現している。また，受験生が見る入試
情報も「ニュース」のような紙媒体からSNS
等に変化しつつある。
しかし，「ニュース」は直接学校に来てくれ
る受験生や保護者に手渡しで，あるいは，多く
の受験生を送ってくれる高校の教員に郵送で届
く点がSNS等と異なるものである。こうした
渡す側と渡される側との繋がりが感じられる関
係は，これからも必要ではないかと思われる。
参考文献
1．『共立女子学園百三十年史』学校法人共立女子
学園，2016
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図 1 　生活科学科ニュース創刊号表紙
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従火、短期大学の教育課程は2年間の完粘型でした。と
ころが学生ニーズの多様化、質的変化に伴って、短期大学
教打はプ0 セス型へと変貌を遂げつつあります。かっては
短期大学の学生の殆どは虹啜するか、または家事手伝いと
いう進路を辿っていました。ところが最近では、卒業後の
進路は就戦、大学への編人、再門学校への進学、留学、7
リーターなど多彩9こなりました。特に大学編入希望者は年々
増加をたどり、今では当生活科学科の学生の10%を占める
ようになりました。また丙門学校に進学しもっと技術を身
につけたいと布望する学生もl0%程度になっています。勿
論、就戦希望者はまだ十分多いことは苔うまでもありませ
んが、その就瞭希望者も在学巾に何か汽格を収得 して、g
己を窮いておきたいという希望者が大変多くなり、在学中
に他の専門学校にダプル・スクールで通っている学生も少
な（ありません。つまり短期大学の2年間は、将来の進路
に対する肋走磯関のようになってきたと思われます。そこ
で生活科学科では、このような教育の窓,Jの変化に対応す
るために、さまざまな施策を講じています。
生活科学科には生活情報コースと生活口坦デザイン ・コー
スの二つのコー スがあります。（別に生活科学専倍 《別科
1年〉があります）。生活情報コースは、生活科学の立塩
からコンピュータ教台を巾心にして、生活のあり方を行勅
学的に考察しようとするコ ースです。また生活日境デザイ
ン・コースでは自孜な斑頃殺源について学ぷとともに、そ
の田境をデザインしてい（コ＿スです。しかし、生活科学
科では学生のニーズの多様化、変化に対応するために、ニ
つのコ＿スの教百内容を 庖函1笈化することを検討してお
ります。またこの二つのコースの上に、さらに 1年間の専
攻課程を作ることも視野に入れて検討を始めました。編入
指,1の学生のためには、まだ組織的には対応してはいませ
んが、 部の生活科学科の教員が自主的に編入対応の1il講
などを行っています。
前述したように学生のニーズは多様化しています。在学
巾に毀格、技術を専門学枚の夜間コース、すなわちダプル ・
スクールで学んでいる学生も少なくありません。そこで生
活科学科の教只及び学部 ・学科の教月が協力し合って、共
立女了大学 ・短期大学の正規の授業の他に、放雰後に検定
まり、昼間の授業はアカデミックにきちんと行い、放課後に
検定対応のダプル・スクー ルを開催しようという試みです。
残念ながら般的な風潮として、短期大乎を第忠望と
する学生は漉尖に少なくなっています。私たちはその蔽し
い現尖を直視しながら、これからの短期大学の教育のあり
方を一 つまり完紀型からプロセス型ヘ一 再考していく
ことを第一の命題としています。そのためにはほ校の先生
方、また企業の方々とも絶えざる情報交換を行い（私たち
はこれを，c，校とのネットワ ＿ク作り、また企梨とのネット
ワーク作りと言っています）、学生のニーズ、高校のニー
ズ、企業のニーズに対応していきたいと考えています。
（文只 • 生活科学科 ・ 学科長城 一夫）
位がりえられます。
●学術、 スポ ー ソ 、 社会的な諸活動—その他、 自己啓発の
日として、国家、地方公共団体、各種団体などが主催す
る全国大会、競技会、作品発表会などにおいて、抜群の成
績をあげた場合にも半位が与えられます。
, —·~· , —., —. , ー・・｀ 二｀· ~· ·―.. ,ー● ． ＿｀ ． ｀ ＿． ｀ ニヽ． —｀ · ~·
科目等履修生制度を導入
今年度から新た1こ科目等履條制度が荘入されました。この制
度は、 ·定の手続きのも と に短期大学 • 生活科学科の学生が学
部の授業を履條したり、また生活科学専修の学生が生活科学科
の授業を屈條したり、また生活科学科の学生が専修の授業を屈
修することができるようにしたものです。今年度の履條登妹で
は、生活科学科の66坦位という卒業半位の過多もあって、生活
科学科の学生が家政学部 ・ 八王T•キャ ン パスの授業を屈修した
ものは2名、国際文化学部の服條むは 1名に止まりました。 • 
方、短大間の科日等屈修制良は神rnキャンパスという立地条件
もあって比較的活発に行われ、生活科学科＿ 生活科学wi.i,
7名、 方、生活科学恵修＿生活科学科は 7名、生活科学科
一 文科の授業は 4名を数えました。
比較的申込みの多かった科目は生活科学専修では
Il現代女性論（桜井先生）
121インテリア ・コーディネーシ● ン（塚ば先生）
131比較文化論（モレンャン先生）
また、生活科学科ではIl化学、121生物学、131健頃科学、(41住
生活論、{51ファッション行動学狐習などでした。
←? ~ 
編入対応の補稟
対応の補講を開催するといった、手づくりダプル ・スク ー
ルを開始しました。詳しくは別に記述してし、ますのでご覧 ·c"c·~--こ-こ. , ., ., .,. ,. , · ~ -~ -~ · , .. こ - ~ ·~· c · c·c·
ください。生活科学科では、学部、紐大の教日、非常勁の 授業のショッ ピング実施される
先生万と協力してこのダプル ・スクー ル溝想を今後陪発 ・,.,.,・'c'c'Y',•.· ••·, ., ., ., .'c• , ·, •, •y , •, •, ー・
展させて、学生のニーズに対応したいと考えています。っ 学生ニーズの多様化、 糾,1化に対応するために生活科学科で
は、今年度から授業股修のショッピング制度を開始しました。
授業のシ，．，どングと"、年度最I月に開岱される授業をテスト
的に屈修して、自分のニーズにあったものを侵先的に履修登録で
きる制度です。つまり~ 峙!Il割上、屈條したい科Hが2科目以
上杞討されている場合、学生は同時1廿I内に2つの科目を同時に
ほ講して、最終的に目分の桁望にかなった授業を囮修登録また
は登録変更することができます。今年度"位/!]であっため、多
少の氾乱を予想しましたが、尖際はさしたる氾乱もな く、登蝕
科目の変更や確定が行われ、結果として人気のある授業に、さ
らに学生の屈修が多くなる・という結果となりました。学生にも
この制度は好評であり、米年度はさらに時1割枠を自由にして、
学生の選択目出度の拡大を考應する積もりです．
●海外研修—総合科目「比較文化論」 を履修し 、 ll!位を取
褐した学生で、さらに本学主催の海外語学研修に参加し、
所定の単位認定を受けた者には、卒業要件の単位が授与さ
れます。
●資格取I~一本学在学巾に、自己啓発の 只いとして、文部
省認定の諸資格を取得した学生に対して、自己申請するこ
152人がそれぞれのテーマを選択し、早速に担当教目の指導の
下に卒業研究に入りました。
Ill疫行動に関する研究 泉谷希光
121漬物及び加工，保存食品に関する研究 板撰 雅了
131ソフトウェアに関する研究 川西哲夫
141デザインの歴史の研究 城 ・大
とにより、単位が与えられます。 151コンピニエ ンス・フードの利用と栄；；1Oに
●ポランティ ア活動—総合科目 「福祉社会論」の閥修、単 関する研究、1也 洸佐1'江
位取得した学生で、しかるぺき団体、グループなどの主催 161ミルクにOOする文化人類学的研究、他 巾沢勇二
するポランティア活動を・定期間行った学生に対して、単 171生活と経済 ・幅祉に1'/Jする研究 馬坦紀了
181老年期のストレスとその逆勁 藤田光了
191家族1兒係に関する研究 松岡明了
llOCADによる都市住宅設計、他 山森芳郎
仰衣生活におけるインタ ＿ネッ トの利用、他 綾田 雅了
u~ 国際枯婚に関する研究、他 拉木 武
(103次元、4次元CADによる住空間の表現と
理解、他 岡m 悟
閥食行動と咬合に1月する研究 黒沢尖智了
囮望ましい老後の生活像、他 児玉好信
,. 生活環頃における微生物について、他 m巾 虹義
仰潤理操作の違いによる臼品の価値の変化 津山淑江
U●衣生活のクリーン化に関する研究、他 樫好悦子
暉衣服の笞心地に関する研究 山LJ 席了
こ＾｀こ＾.,. ,. ,. ,-c・,.,. -c・, ., . , -~-~--, --,-~--,--,--, 
手作 り ダプル・ スク ー ル開講
-_-_-_,.,. 一_.一—.,. ,.,_ ,_ -_ ,. ,—-- —_ -_ , —` 
共立女了大学 ・短期大学では学生のニーズに合わせて、午後
5時半からの課外授染として下記の検定対応の補講を尖施しま
す。講座は生活科学科の教f!を中心として、英語検定では文芸
学部 ・入江教授、またピジネス ・コンビュ ＿テリ ング検定では
家政学部・芳住教授などの全学的な協力を褐て（｛也I以・岱勁滴帥
の協力よる）、手作りダプル ・スク ＿ルを開さます。今回は従
米の秘む技能検定、カラー ・コーディネ ーク検定に加えて、新
規に英語検定、ビジネス ・コンビューテリング検定や演記検定、
ワープロ検定などに対応した補講を開講します。特にボラ ンティ
ア・アドパイザ＿講座では全国社会福祉協議会、東京部社会船祉
協球仝、iJ'・忠商出社会臼献室などの協力のもとに、ポランティ
ァ活動と邸8を学ふ9講座です。 2年間にわたる尖践活勁を作―r
した学生には全国社会福祉協議会が推進するボラ ンティア ・ア
ドパイザーの舷了杏が授与されます。
この検定対応の補坊は、学生がMi拷に参加して、臼格試験に
合格することと同時に、自己開発、自己啓発の力を涵投するこ
とを目的としています。
(5月31日現在）
講座名 回数 受講名
Il秘も技能検定2級 8回 90 
(2)カラー・コーディネーター検定3級 16厄l 260 
后l 2級 8回 後期穿集
届l 1級 8回 ” 
(3)ボランテ 17'・アドバイザー講座 2年「1 58 
(4)英語検定2級 8回 so 
(5)ビジネス ・コンビュー テリング検定 8回 47 
(61活記検定3級 5回 後阻砧氾μ
(7)手記講座 8回 25 
(8)ワープロ検定3級 8回 後期窃犯
（神Ilキャンバスのみ）
---------ヽ ．~ー. , . ,. , . , . ,.,. , . • ・'' ' ' " ' '' ' ・一｀ ・ー.・ .,
就職セミナ のー面接メ キーャップ・セミナー 開催
,,.,,.,.. ・,..,.,__・｀ ご．ー •_. __,_ピ,.._,._,.,_,,. _. 
今年度から就獄協出が廃止となり、就喘活動が旱期化し、学
生の動揺を駁っています。そこで生活科学科では就裁進路室と
共同で、4月23日（水）の午後5時半から行沼 黛先生（フジ
テ レビ商品研究所 • 生活科学科非常勁講師） の指導による 「面
接メーキャップ ・セミナー」を開催しました。同セミナーは入
社試験の際、面接が重要なキ ボーイントになるので、その際、
ら-ら：-・"'ふ ~｀・"'~'"'"ゞ c. ・"'こ_,—•''c''c'-~--~-, ←ヽ どのような服装及びメーキャップをしたらよ1ヽかを揖義と尖油
総合科目・自己開発演習スタ ート 卒業研究始まる で行うというものです。このセミナーでは学生たちの関心も高
----~-~-- -~~-- <、90人の受講者が集まり、行沼先生の熱心の指導をうけ、然
生活科学科では教flが 方的に講義をするだけではなく 、学 生活科学科の授業の特徴の つは卒業研究です。短期大学は 心に聴講するとともに倍後は自分も メ キーャ-,プをしてもらお
生の自己開発能力を；；；；＜評価するこ とを念碩におき、下記の項 わずか2年間の学哭で終了ですから、その中で卒業研究だけは、 うと、午後9時までその列は続き ました。
口に関して在学中に努力した行為に対して単付を＇す・えることに 教員と学生とが同じテーマのもとに、共同で約年間にわたり、
しました。今回の股修者は340人に及び、殆どの学生が屈修し きめ細かい研究をすることができる科Hです。今年の卒業研究
ています。 の各教貝のテーマは下記の通りですが、在学生の約半数の学生
面接メーキャッ プ・セミナー
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• 「メディア社会コース」「生活デザインコース」「食健康コース」の3コースがあります
各コースの設要、カリキュラムを下に載せました。どのコースも、これからの皆さんの生活を支え、切り開いていく内容を備えています。各コースでそれぞれ
の分野について専門的に深く学ぷことができ資格にも対応しています。同時に環境、情報などの生活に関連する茎礎的な教科は、 3::Jー ス共通の学習内容と
してカリキュラムに盛り込まれています。
•教養教育、 短大共通講座を利用して、 幅広く学ぷことができます
専門教育と並んで重要な教養教育については、大学，短期大学において一本化されており、短大生も4年制の大学生と一緒に受講しています。また、自分の所属
するコ スー、 学科を越えて広くさまざまな分野に関心を持つ学生の勉学を後押しするシステムとして短大共通鵬隈があり、共通講座テーマに属する他コース科目、
他学科科目を積極的に学習することができます。
■良好な就職状況
平成24年度卒業生の進路については，就聘軒約の厳しさが伝えられ心配していましたが結果は平成23年度の水準を守ることができました。濯環ゼミナール」
「チャレンジ ・ゼミナール」 などの科目でキャリア教育の充実に努めたことが理由に挙げられます。今年度も出足は好調で、すでに学校推露の求人が生活科学
科に多敬来ています。
生活科学科は、より魅力的に、より実践的にバージョンアップしました！
生活科学科が目標としている
「実践的な知餓・技能に基づき社
会において活躍する女性」を育
成するためのカリキュラムが用
烹されています。
いすれの科目も、皆さんの好
奇心を刺激する、そして社会に
出てから役に立つ内容になって
います。授業内容はオープンキャ
ンパスに参加して確かめて下さ
い。お待ちしています。 .』ltl.t戯ヽfャ
メディア社会コース
情籍兒理や情報活用能力、企画プレゼンテー
ション能力を養い、ピジネス実務とさまざま
なクリエイティブ制作の実践力を身につけま
す．また、生活に密着したメデイアとそれが
生活書の行動・心還に及ぼす影響についても
学びます．
平成26年度入学生カリキュラム一覧表
生活デザインコース
ブロダクトデザイン、アバレルデザイン、 イ
ンテリアデザインなどの分野において、必宴
な知識を、身の回りのことから生活空間といっ
た比較的広い領域までを対象に遅解し、同時
に演習や宴習を通じて必要なスキルを身につ
けていきます．
一昴~,..,.虎一
·り•紗贔;;&:l'ilJlrヤ·
生活科学科長 岡田悟
"'"'"'= 
......... i .... 匹~-
食・健康コー ス
貪品、栄養，鵡還に関する基磁的な知臓を獲得し，
環代社会が抱えている食の問題点を認iします．
さらに、実験・実習濱習を通して、得られた知識を
より確実なものとした上で、それを応用する能力を
養います．これによリ、よりよい食生活の送り方を
慢寮し、行動できるようになることを目指します．
一贔llktl四K情—
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一教贅教育科目（全学共通）
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• 
??
??
? ?
?
?
?
メディア社会コー ス 生活デザインコー ス 食健康コー ス
•一園口田•一園曰田•一置日田璽置'
生活じ字霰蝸 生活"学慨嫡 生活科学概繍＂ 食生活讀 1 2 2 ii 食生活繍 1 2 2 ＂ 年、舌綸衣生活論u コ ： 4 i• 住生活論 I 2 2 4 I !;l年這 12 2 4 且• 砂羹摩
、 寡族と鐙農
＂的健蒙
ヽ 寅族と鐙讀 ,!J ,. と饒順
環墳と沿賣 環墳と辺賣 渭濱·~費
メディア社会鵡 生活デザイン鵡 食物塁憂"学
メ ソー シャルメディア論 I 2 元ダクトデザイ:,ta 2 2 と 栄養学
デ サステイナプ紐会編 2 2 ~ 生活デザイA 奮 I 4 ; 釦臨生字 2 2 
チ 憤輯メデイア漬百 9 プロダクドデザイン漬召 2 2 、 言漬襴胃字
コミュニケー ション文似鶉 ' 2 デ カラー コー ディネー ト演召 I 2 I 2 閾虹序
＇ 市民活動論 ザ テッサン,.a - 食料経済論
まんが文化篇 ' 2 ン イラストレー ション（実詈） 2 2 食二守、験I I 2 
メディアテザイ冴庸 ' 2 彫●実菖 栄董字実験
メ ユニバ サールデザイン鵠 2 2 手烹冥琶 歴 匹学冥晋I
弓 CG演日Alイう加—ター） ' 2 フnションデザイン論 I 2 I! 生活基蠅洟四 I 2 
~ CG演置Blフォトショッカ ' 2 ァ アバレルマー ケティング綸 2 2 系 躇好評儡処理漬誓
ザ OTP漬習 じ フ"''ションテザイン濱琶 I 4 選 即.,実験
ン Wぬデザイン漬首 2 2 アバレル企漬言 - 食生、舌漢習
系 アニメー ション"'論 ' 2 ザ ア）ルル●1作和(f1,ス） 2 2 i 匹学天詈a 2 2 
アニメ＿ション爪濱● ' 2 ン アバレル●1作実置8(帽子） I 2 食品字実験n
社会心還字 系 染色工笠実琶 健農科学
庄 メディア心理学 和萩デザイン芭
§ 消費白の直 ' 2 
ぞ フー 匹ベシャリス>IA 2 2 
ィ 快遍住環填綸 ' 2 i= フー 白ー ディネー ト論 2 2 
心還調葦鱗祈演菖 ン インテリア構成繍 グラフィックソフト漬菖 2 2 
マー ケティンクリワー チ漬● 2 2 リ インテリア設計漬召 チャレンジゼミナー ル I 2 r チャレンジゼミナー 1し ' 2 ~ インテリア製図洟SI I 2 Ii' .,_ 務を学ぶI 12 2 
「 秘●天務を学ぶ1 ザ ィンテ，）ア製図演醤n 2 • f> 秘書実務を字ぶn 12 2 
、 枯●●務を字ぷa ン インテリアCAD墨慢演誓 ' 4 .... 贔卒業研究卒案●1作 2 4 
ー 卒●研究卒賽制作 インテリアCAD応用濱誓 2 4 
必修"目 ： r チャレンジゼミナ ルー I 2 選択必修1斗目
邁択必修科目 ； 秘●実務を字ぶI '2 2 上枷目より
上記迫より ‘ 秘●輿務を字ぷa , 2 2 1他コ＿ス●学1112攣位まで含むことができる）
＇コース他字科 12"位まで含むこa心•) 綽房..累卒●研究卒●●l作
選択必修科目
し 他咋ぜ醤迄むこ窃でき.jj.:
?
?
凡例 CG ・ コンピコー タグラフィクス
CAO, コンピコータ製•
DTP デスクトップ•バプ）ッシング
W的：インタ ネーット・ホー ムベ ジー
J.2 l年よび2年.. 酎胃
24 
•このカ リキュラムは平成26年置●驀●●●で 1こ若干
変更される場合がありま,.
．．乏11~11では 、 「専門穀●科目」から ••=位以上. r全
学共通●養●胄"目」から14織位以上、 合計62攣位
以上を修得しな"ればなり家せん
